特別寄稿　大学院リハビリテーション学専攻の展望 by 上城 憲司
特別寄稿
大学院リハビリテーション学専攻の展望






















（井上 2016）」，「Dual-Task バランス機能と転倒及び生活機能の関連（市川 2016）」，「心身機能に関する6年間
の追跡調査（田中 2017）」によって認知症を疑う人の特徴を示した。これらは文部科学省の地（知）の拠点整備
事業「介護（認知症）予防事業に着目したリハビリテーション教育プログラム」の成果報告に寄与し，その結果
は，現在の私立大学研究ブランディング事業「認知症予防推進プログラム～Successful Aging Project in SAGA
～」の採択へつながった。
どの研究も当事者，家族，病院・施設，自治体，学生等の協力なしには完成しなかったものばかりである。こ
の場を借りて厚くお礼を申し上げたい。
最後に私には4人の恩師（師匠）がいる。飲み会等で年に2～3回お会いする機会があるが，彼らは研究に実
直で常に新しいことを考えている。また，失敗しても人のせいにしないし，人の悪口も言わない。私は打算的に
欲張ったことを研究計画に盛り込むが，彼らは「研究疑問」を核として淡々とその成果を積み上げる。師匠らに
追いつくことは難しいが，初心を忘れず私自身も自己研鑽を続け，今後も研究室やリハビリテーション学専攻を
盛り上げていきたい。
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